
金　英範氏

ジョンソンコントロールズ株式会社で多くの企業や公共団体へのファシリティ

マネジメント（FM）サービスを推進している金英範さんにとって、「まさに人生

の方向を決めた１冊」となったのは、世界中のファシリティマネジャーが最初の

教科書として読む『The Facility Management Handbook』でした。過去、この

コーナーでも何度か紹介されたハンドブックは、FMにおいて最も基本となる考

え方をわかりやすく解説しており、「日本でももっと多くの人に知ってほしい」

との思いから、現在、チームを組んで翻訳を進めているそうです。合わせて、

現在、手掛けられている「サービス主体のFM」の普及活動についてもお話し

を伺いました。
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 ●プロフィール
日本でオフィス設計業務を経験したのち、約15年前に世界のFM事情を学ぶため米大学院に留学（そのとき
最初に出会った本は今でも米FM業界ではベストセラーとなっている）。その後、外資系金融企業を中心にイ
ンハウスのファシリティマネジメントを実践。オフィス系プロジェクトから施設運営、設備管理、またオフィスサー
ビス全般を手がける。現在はジョンソンコントロールズにてFMコンサルティング＆アウトソーシング業務のDirector、
社内へのFM専門教育関連の仕事に従事している。

ジョンソンコントロールズ株式会社
センターオブエクセレンス部長
ビジネスディベロップメント部長
グローバルファシリティマネジメント事業本部

▼「FMの書棚から」の下記バックナンバーはhttp://www.websanko.comをご覧ください。

■ 欧米のファシリティマネジャーなら誰もが知っている
　 ベーシックマニュアル

　『私も原稿の一部を執筆させていただいたJFMA（日本ファシリティマ

ネジメント推進協会）の『総解説ファシリティマネジメント』は、日本でFM

に携わっている人の多くが一度は目を通したことがある基本中の基本の

書です。こういう本があるおかげで、私たちは共通の知識や言葉を持てる

のですから、その役割は大きいといえるでしょう。

　世界に目を転じると、やはり同じような本があります。それがDavid G. 

Cottsさんの書かれた『The Facility Management Handbook』です。

現在では第二回シリーズの（Eddition-II）が出版されています。

　日本で一級建築士の資格を得ていた私が、新しい管理手法として注

目を集めていたFMについて学ぼうと米国のノースカロライナ大学院に留

学したのは1995年のことでした。そのころ、すでにこのハンドブックの初

版が出ていて、現地で会ったFM関係者のほぼ全員がその本を読んでおり、

しかもそこに著された考え方をもとに仕事をしていると知ったときの驚きは

大きかったですね。もちろん私にとってもFMの最初の教科書となり、その

後、本格的にこの道に進もうと決意したのですから、人生を左右した1冊

といえるかもしれません。

　『総解説ファシリティマネジメント』が多様な知識を包括的に網羅し、

何かわからないことがあれば調べる辞書的な本としてつくられているのに

対し、『The Facility Management Handbook』はFMの思想や方法論

を解説した実務的な本といえます。著者のCottsさんはIFMA（International 

Facility Management Association）の会長も務められたこの分野の第

一人者で、何度かお話しもさせていただきましたが、「ファシリティマネジャ

ーはこうあるべきだ」という明確な理念を持っていらっしゃるところが印象

的でした。そのCottsさんが、ファシリティの計画から運営、財務に至るま

ですべてご自身の手で執筆されているため、多種多様なFM業務を貫く一

つの方向性や哲学がはっきりしており、非常にわかりやすい入門書になっ

ています。

■ ビジネスとしての戦略意識を持ったFMを！

　『The Facility Management Handbook』は、グローバルなFM戦略

を担う人にとって必読書ともいえるのですが、英語で書かれていることから、

日本ではあまり知られていないのが現状です。このため、以前、このコーナ

ーで同じ本を紹介されていた加藤達夫さん（2004年4月号）をはじめ、多く

のファシリティマネジャーと協力しあい、日本語版の発刊に向けて活動を

開始しました。内容としては、ただの翻訳ではなく、日本のオフィス事情に

も対応した解説書という形にできれば、多くの人に役立ててもらえるはず

です。

　Cottsさんは各章の頭にパルスポイント（主眼点）というかたちで概要

をまとめており、それを読むだけでもFMの本質が学べます。ここではその

いくつかを紹介しておきましょう。

　この中でも特に私が感動したのは、予算管理における「ファシリティマ

ネジャーは自身をビジネス人として認識するべきである」という一項です。

　日本企業では年間予算を先に決め、それに基づいて計画・実行して

いきますが、この方針は戦略的なFMには向きません。経営状況の変化

に柔軟に対応できないだけでなく、予算額に縛られて思い切った提案が

不可能だからです。

　この点、外資系企業はもっと現実的ですね。私自身の経験でいえば、

FMの責任者であっても最初に用意されている予算決済権限は5万円く

らいしかありません。もちろんこれは雑費であって、基本的にはゼロベー

スからスタートし、「こういう施策をすればコストがこれだけ削減できる」「生

産性と収益の向上につながる」といったプレゼンテーションをすることで

必要な予算をビジネスの変化に伴い随時マネジメント稟議＆確保してい

くのです。

　2冊目の『The Facility Manager's Guide to Finance and Budgeting』

は、ハンドブックの財務に関する解説をより詳しくしたもので、このような

予算獲得のためのテクニックから管理手法までわかりやすく書かれてい

ますので、合わせて読んでいただければ、FMの「マネジメント」について

はグローバルに通用する知識と技術を身につけられるはずです。

 

●08年     号 　経営にとって「ファシリティ」とは、「場」とは何か？

　　　　　　　　　その本質を掴むヒントを幅広い読書から得る。　似内  志朗氏

●07年     号 　プロダクトからオフィス、メディアまでユニバーサルデザインを推進していく

　　　　　　　　　「原点」になった2冊の本との出会い。　加藤公敬氏

●07年    号　 FMを基礎から学べる「教科書」とFM資格試験講座への参加がこれからの

　　　　　　　　  総務としての仕事のやる気を与えてくれた。　志牟田  章氏

●07年      号    FMはコスト管理だけが目的ではありません。ワーカーが満足できる施設を実現するには

                                サービスの本質を理解する必要があります。　菅野  誠氏

●06年     号    FMのスペシャリストになるということはインフラのソフトウェアを担うのだから

                               強い信念と豊かな教養をもってほしい！　池田芳樹氏

●06年    号　 ファシリティマネジャーは広い「知識」に接しさらに「見識」、「胆識」へと深めなければ

　　　　　　　　  大きなプロジェクトを完遂することはできない。　小林 茂允氏

●06年     号　  世界中で多くのファシリティマネジャーを育てた「教科書」とも呼べる本を手にすることは

　　　　　　　　　ＦＭを基礎から学ぶうえで大きな意味があるはず。　松岡 利昌氏

●05年     号    ＦＭを学ぶために必要なのは事例、データ、理論をバランスよく知ることと

                               「社会人としての勉強法」を確立していくことだ。　川村  裕氏

●05年     号    ハードウェアのスペックを向上させるだけでなく

　　　　　　　　　ユーザーへのサービス品質を高めるのがファシリティマネジメントの本質である。　熊谷比斗史氏

●05年     号    オフィスの管理を戦略的にやりたい、合理的にやりたい。

                               そう考えて実践してきたことがFMの生きた教科書になった気がする。　小山義朗氏

●04年10月号    ファシリティマネジメントのＦとＭを解説　　成田一郎氏

●04年　7月号　日本人には日本人に合った椅子がある。ファシリティマネジャーの視野を広げさせてくれる 新文化論　石井龍彦氏

●04年　4月号　FMの発祥地である米国の解説書に学ぶ施設の運営管理に必要な「手法」と「知識」　加藤達夫氏

●03年11月号　グローバルな競争力が発揮できない企業は昔の日本軍と同じ「敗因」を抱えている　中津元次氏

●03年　9月号　まずオフィスコストを正確に把握すること初心者でもFMが理解できる貴重な解説書　山下晶章氏

●03年　7月号　歴史からPMや管理会計の教科書まで多様な本がFMの知識を深くしてくれる　小林茂良氏

●03年　5月号　ワークプレイス戦略の重要性を経営者にアピールする「虎の巻」　小田毘古氏

●03年　3月号　IBMの情報化戦略は知識社会の到来を予測していた　松成和夫氏

The Facility Management 
Handbook. 2nd ed.
David G. Cotts／著
Amacom Books　8500円～1万円
1999年発行　ISBN：0814403808

The Facility Manager's Guide 
to Finance and Budgeting
David G. Cotts、Edmond P. Rondeau／著
Amacom Books　3万円前後
2003年9月発行　ISBN：0814405622
※ペーパーバック版
1万円～1万5000円　ISBN：0814401597
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